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■総合交通体系グループだより 

▶ 環境にやさしい交通を目指す取組みを表彰します！ 

第 16回 EST脱炭素交通大賞の募集 

EST 脱炭素交通大賞は、地域の交通環境対策に関する取組み事例を発掘し、優れた取組みの功績や

努力を表彰するとともに、その取組みを広く紹介し、普及を図ることを目的として、EST（環境的に持続

可能な交通）普及推進委員会によって 2009 年度に創設された「EST 交通環境大賞」を発展的に継承

し、今回から「EST脱炭素交通大賞」に名称変更した表彰制度です。 

2020 年には、わが国が 2050 年までにカーボンニュートラルを

目指すことが宣言されるなど、近年、ますます環境対策の推進が求め

られていますが、交通分野の脱炭素化は遅れているのが現状です。 

運輸・交通分野で環境にやさしい交通を目指す取組みをしている

団体等から広く募集します。 

最も優れた取組みには、国土交通大臣賞・環境大臣賞を授与します。 
 

■募集要項■ https://www.estfukyu.jp/award/award16_application/ 

7月 22日(水)には、応募説明会を行い、過去に受賞した 3団体から最新の取組み紹介も行います。 
 

【主 催】 EST普及推進委員会、公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

【募集内容】 地域の優れた交通環境対策の取組み 

※都市計画・福祉・エネルギー関係の人流・物流に関する取組みも対象 

【応募期間】 2026年 7月 15日（水）～2026年 10月 15日（木） 

【応募資格】（自薦）自治体、企業、または NPO等※の団体 ※自治会等の任意団体も応募可能 

（他薦）地域の交通環境対策に関する有識者または本大賞の後援団体 

本表彰制度では、複数の団体による応募や協議会での応募を奨励 

【応募方法】 ESTポータルサイトから応募書類の様式をダウンロードし、必要事項を 

記入のうえ、必要書類を添付して EST普及推進委員会事務局に提出 

【賞の種類】 ［大 賞］ 最も優れている地域の交通環境対策の取組み（国土交通大臣賞、環境大臣賞） 

［優秀賞］ 大賞に準じて優れていると評価される取組み 

［奨励賞］ 地域に根ざし日々努力を重ねている団体、個別取組みの顕著な成果 

【審査基準】 ○基礎的な事項（実績、新規性・独創性、適時性・話題性、普及可能性、経済性） 

○環境改善効果（対策の将来性、環境改善量、実施期間） 

○地域の持続可能性（環境面の評価、経済面の評価、社会面の評価） 

○各主体との適切な連携（自治体、交通事業者、地域住民、その他関連する団体等） 

○加点事項：地域の交通計画や既存の交通ネットワークとの関係（交通計画、都市計画） 

詳しい内容・最新の情報は ESTポータルサイト（https://www.estfukyu.jp/）をご覧ください。 

【参考情報】 環境的に持続可能な交通（EST）について、EST普及推進委員長（加藤博和  

名古屋大学大学院教授）による解説動画（YouTube）を公開しています。 

総合交通 ール    
交通基 や  交通に する取り組みを紹介

国土交通    策局  務 （  交通体   ）

  
     月  日

2026/10/15(木) 

まで募集 

【お問い合わせ先】EST（環境的に持続可能な交通）普及推進委員会事務局 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（  ：中道、岡本） お問 せフォーム 

（クリックでチラシ PDFに移動） 

https://www.estfukyu.jp/award/award16_application/
https://www.estfukyu.jp/
https://www.estfukyu.jp/form1/
https://www.youtube.com/watch?v=eHiE3riSl8I&t=4016s
https://www.estfukyu.jp/wp-content/uploads/2026/06/award16_info-1.pdf
https://www.estfukyu.jp/award/award16_application/
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▶ 「  のモビリティ確保の知恵袋」についてのご意見を募集します！  

  では、地方公共団体の交通施策  の方を主なターゲットとして、「  のモビリティ確保の

知恵袋」を例 作成・公表しています。本資料は、地域における持続可能な移動手段の確保に向けた 

施策や取組を計画・実施する際に役立つ情報をまとめたものです。 

   （知恵袋一覧：https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000001.html） 
 

昨年度は、「～ログデータを活用した EBPM 推進～」をテーマとして

発刊しました。ログデータを活用した EBPM を進める際の着眼点や  

ポイントを紹介するとともに、ケーススタディの結果に基づき具体的な

分析方法を解説しています。 

今後作成する知恵袋の内容を一層充実させるために、これまでに

公表した知恵袋の活用状況や、取り上げてほしいテー について  

ア ケートを実施します。 

 該アンケート結果を基に、より活用していただける「知恵袋」作成に向けて努めてまいりますので

ぜひご協力をお願いいたします。皆様からの率直なご意見・ご要望お待ちしています。 
 

（ 所要時間：約 3 分 ・ 回答期限：8 月 31 日（月） ） 

アンケートURL https://forms.cloud.microsoft/r/wAhMuu4nVz 
 

 

▶ 全国総合交通分析システム（NITAS） ver.3.2を貸出開始しました！ 

  で運用している NITAS は、道路・鉄道・航空・船舶の各交通機 を組み合わせたモード横断的

な観点で総合的に交通体系の分析が可能なシステムです。 

経路探索と わせて所要時間や費用の算出、圏 図の作成、人口データとの組合せによる高度な分

析等が可能です。全国的な視点から地方レベルの視点まで様々なニーズに対応して、交通基盤施設の

現状や整備効果等を視覚的・定量的に把握することができます。 

無償で利用でき、施策立案や調査研究における分析作業の効率化が期待されます。 

利用をご希望される場 は、HPの利用申請フォームよりお手続きください。 
 

＜分析例＞※ver.3.1での分析結果 

   【高規格幹線道路 ICへの等時間圏域図とカバー圏人口の経年推移】    【大分県の三次救急医療施設へのアクセス時間圏域図】 

 

＜利用対象者＞ 

・ 国 

・ 地方公共団体  

・ 公共的機関及び公益的事業を営む法人 （道路事業者・運輸事業者等） 

・ 研究機関 （大学等） 

・ 国又は地方公共団体からの委託又は請負に基づく業務を行う法人（コンサル等） 
 

＜ホームページ＞ 

    https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_tk_000055.html 

知恵袋 2025（クリックで PDFに移動） 

【お問合せ先】 国土交通省 総合政策局 総務課（総合交通体系担当） 
電話： 03-5253-8111 （内線 53-114）   E-mail: hqt-soukou01（at）ki.mlit.go.jp ※(at)を@に変えてお送りください 

0.5時間圏 

1時間圏 

1.5時間圏 

IC（探索起点） 

圏域 ｶﾊﾞｰ圏人口 ｶﾊﾞｰ率

30分 4,044 万人 75.1%

60分 4,629 万人 86.0%

90分 4,921 万人 91.4%
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30分 4,238 万人 78.7%

60分 4,779 万人 88.7%

90分 5,059 万人 93.9%
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大分県の三次救急医療施設のカバー圏人口 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000001.html
https://forms.cloud.microsoft/r/wAhMuu4nVz
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_tk_000055.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/150-1.pdf
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■総合交通 ール    のご案内 

▶ 総合交通 ール    とは 

  交通メールマガジンは、交通基 整備や  交通に する最新の取り組みを幅広く紹介するこ

とを目的として発行しているメールマガジンです。主な対象者は、都道府県・市区町村等の交通施策 

 者ですが、どなたでもお申込みいただけます。 

 メールマガジンで紹介する記事は、執筆者が任意の協力のもとで作成したものであり、成果を広

く共有する観点から、二次的利用も可能な形式で掲載しております。 

配信をご希望の方は、以下の事項を記載の上、ページ最下段の「お問 せ先」宛てにメールにてご連

絡ください。 

【配信申込】 

以下の事項を記載の上、ペー 最下段の「お問合せ先」宛てに ールにてご連絡ください。 

（団体の場 ） 所属、氏名、電話番号、メールアドレス 

（個人の場 ） 所属（職業）、氏名、電話番号、メールアドレス 

【 ックナ  ー】 

国土交通省ウェブサイトにて、過去に配信した ール    もご覧いただけます。 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html  

 

▶   の取り組み・イベ ト案内 募集中！ 

 メールマガジンに掲載することを目的として、  交通の維持・再構築・活性化に向けた取組を情

報提供いただける自治体等を募集しています。 メールマガジンで紹介することで、ノウハウ等の共有

を図りたいと考えております。自薦・他薦は問いませんので、「お問 せ先」宛、お気軽にお寄せ下さい。 

また、イベ トや勉強会・講演会・セミナーなどにつきましても、 メールマガジンにてご案内させて

頂きます。主催者の方からでも、耳よりの情報でも構いません。「お問 せ先」宛、是非お寄せください。 

 

▶ 総合交通 ール    へのご意見をお寄せ下さい！ 

本メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえ、内容の充実を図りたいと考えて

います。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなどがございましたら、「お問 せ先」宛てまでお気軽に

ご連絡ください。様々な部署の方に楽しんで頂けるよう努めて参ります。 

 

▶ 配信先の変更について 

メールマガジンの登録窓口が変更になった行 機関等の方につきましては、配信先のご変更の旨、

「お問 せ先」宛てにご連絡ください。 

 
【本 ール    に するお問合せ先 （配信申込、配信先変更、ご意見・情報提供 等）】 

国土交通省 総合政策局 総務課（総合交通体系担当）  担当：島越・坂ノ上 

TEL： 03-5253-8111 （内線 53-113、53-114） 

E-mail： hqt-soukou01(at)ki.mlit.go.jp ※(at)を@に変えてお送りください 

  交通体 ウェブサイト： http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html

